

































る「修正 D&D」（Modified Design and Development：以下、M-D&D）を用
いる。M-D&Dは、ミシガン大学の Thomas（1978；1984）が提唱した DR＆



















































































































































































のうち、里親は 18 人、専門職者 11 人、研究者 8人、大学生 55 人であった（図
表 5）。7つの各モジュールの利用状況は、モジュール Aが 87 人、モジュール
Bが 43 人、モジュール Cが 43 人、モジュール Dが 45 人、モジュール Eが
50 人、モジュール Fが 51 人、モジュール Gが 44 人である 12）。実用性アンケー
ト回答者は 72 人であった。
○里親　18 人（男性－ 6人，女性 12 人）
　里親の種類；専門里親－ 7人，里親登録者－ 10 人，未申請－ 1人
　子どもの受託経験；乳児－ 7人，幼児－ 12 人，小学低学年－ 10 人，
　　　　　　　　　　小学高学年－ 6人，中学生－ 7人，高校生－ 3人
　　　　　　　　　　被虐待児－ 11 人








用性に関する主観的評価である。Q1 から Q10 までは 3件尺度（「はい」「いく
らか」「いいえ」）で回答される。各質問項目の評価を量的に分析し、総体的評









「実用性アンケート」のうち 3件法で回答する Q1 から Q10 までの結果が、


















の自由記述からつくられたラベル数は、里親 11 枚、専門職者 12 枚、研究者 8枚、
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